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		日程 ニッテイ				講師 コウシ		講義内容 コウギ ナイヨウ

		11月 22日（金）		第1回  14:00～15:30		木野日織 （物質・材料研究機構）		マテリアルズ・インフォマティクスの基礎（１）		方程式が存在する物理学の世界において機械学習を行う意味と機械学習手法，特に回帰手法を解説する。物質科学の題材を用いたPythonスクリプト例を実行する。

				第2回  15:45～17:15				マテリアルズ・インフォマティクスの基礎（２）		（１）に続いて次元圧縮・分類・クラスタリング手法を解説する。物質科学の題材を用いたPythonスクリプト例を実行する。

		11月 29日（金）		第3回  14:00～15:30		藤井幹也 （奈良先端大学）		実験自動化・自律化の世界的な動向について		密度汎関数理論、KKRグリーン関数法、不規則系材料、シングルサイト近似

				第4回  15:45～17:15				クローズドループによるプロセス・材料探索		磁性の基礎、電子状態と磁性、計算物性データベース、スパコンを用いた物性データ創出

		12月 6日（金） キン		第5回  14:00～15:30		三宅隆　 （産業技術総合研究所）		データ駆動型材料開発の進展		表面、光吸収係数、点欠陥特性などの半導体特性への応用

				第6回  15:45～17:15				第一原理電子状態計算		ハイスループット計算と計算材料データベースの構築、全自動計算の試みと課題

		12月 13日（金		第7回  14:00～15:30		吉見一慶 （東京大学）		計算物質科学におけるLLMの活用〜基礎編：LLMの基礎と環境構築		フォノンの物理、電子フォノン相互作用、密度汎関数摂動理論、物性予測への応用

				第8回  15:45～17:15				計算物質科学におけるLLMの活用〜応用編：知識習得・コーディング効率化への適用事例の紹介
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